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  Abstract 
Recently, an investigation and an analytical case in the microtremor survey have increased to know the characteristic of the 
earthquake movement. However, neither equipment nor the tool of microtremor survey have aimed at the efficiency improvement 
of the investigation process as for the current state. This development has aimed at the simplification of the investigation process 
in the microtremor survey. Three developments were done. 
(1) Development of all-in-one design microtremor measurement machine. 
(2) Development of dynamic analytical tools of the observational data. 
(3) Development of survey positional automatic observation decision tools. 
The investigation process can be shortened by using the above-mentioned system. 
The development of an easy, comprehensible GUI tool was executed about (2) shown in the above-mentioned in this research 
material among the slight movement inquiry systems that showed in the above-mentioned. 
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近年, 地震動における地盤構造の特性を知る為に, 微動探査における調査・解析事例が増えてきている. しかしな
がら, 現状における微動探査の機器および探査用ソフトウエア等の整備情況および流通状況は良好とはいえず, 調査
そのものの敷居が高く, 調査から解析にいたるまでの過程の効率化を目的とした開発が十分に検討されている状況と
はいえない. 防災科学技術研究所においては, 当初より地震動予測を目的とした地盤構造モデルの作成のため, 微動
探査法を用いてきたが, 面的な地盤増幅度や地震動特性の研究を行う際に, 膨大な数の測定を, 限られた時間と人数
で実施しなければならない為, 調査の抜本的な効率化を行う必要に迫られた. この状況を打開するため, 微動探査に
おける計測の省力化と現場解析の実現, および, 解析データ等のデータベース化とこれらの一般公開を目的として, 
(1)手軽に持ち運べる微動探査機兼強震計(JU-210)11)の開発,(2)微動探査の動的・静的解析ソフトウエアの開発,(3)
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4.6. 地盤構造を用いた理論 H/V スペクトル及び理論位相速度の計算の開始 
以下の手順で計算を行います。 
  
1. 地盤構造を用いた理論 H/V スペクトル及び理論位相速度に用いるビューの起動を行います。解析ビ
ューに順解析設定が表示されます。 
2. 地盤構造を読み込みます。地盤構造と地盤構造の凡例が表示されるとともに、計算が開始され、理
論 H/V スペクトルと理論位相速度が解析結果ビューに表示されます。 
  
4.7. 地盤構造を用いた理論 H/V スペクトル及び理論位相速度の計算の終了 
以下の 3 通りの方法で地盤構造を用いた理論 H/V スペクトル及び理論位相速度の計算を終了することが
できます。 
v 解析ビューのタイトルバーの右側の[閉じる]ボタンをクリックします。 
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５．TremorPacketView 操作マニュアル （動的解析ツール） 
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1. TremorPacketView とは 




v H/V スペクトル 





v ロガーから送信される WIN 形式の UDP パケットを動的に解析することができます。 
v 波形を表示することができます。 
v 読み込んだデータが加速度の場合、積分し、速度波形を表示することができます。 
v H/V スペクトル、H/V パワースペクトル、応答スペクトル、フーリエスペクトルを切り替え
表示することができます。 
v 波形にバンドパスフィルターを適用することができます。 
v Parzen,、Hanning、Hamming、Log の窓関数によりスペクトルを平滑化することができます。 
v ノイズの大きな区間を自動判定し、H/V スペクトルの平均値から除くことができます。 
v H/V スペクトルの卓越周波数を自動ピックアップできます。 
v パケット受信の停止後に、以下のデータおよび画像を保存することができます。 
v 波形 
v H/V スペクトル 





1. TremorPacketView を起動します。 
2. UDP パケットの受信ポート番号を指定し、パケットの受信を開始します。 
3. 波形データが表示されます。 





9. （オプション）波形データ、H/V データをエクスポートします。 
10. TremorPacketView を終了します。 
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 OS： Microsoft Windows 2000 Professional / Windows XP Professional SP2 
 動作言語： 日本語 
 動作環境： Microfoft .NET Framework 2.0 
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3. 画面説明 
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以下の 3 通りの方法で TremorPacketView を終了することができます。 
v 波形表示ビューのタイトルバーの右側の[閉じる]ボタンをクリックします。 
v 波形表示ビューのタイトルバー上で右クリックし、[閉じる]を選択します。 
v [Alt] キーと[F4] キーを同時に押下します。 
4.3. 波形表示ビュー 
4.3.1. 接続開始/停止 
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    1.  波形表示ビューの拡大ボタン をクリックします。 
 
  




1. 波形表示ビューの縮小ボタン をクリックします。 
2. 波形の縦軸サイズが 1/2 倍になります。 
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K-NET アスキー形式は、独立行政法人防災科学技術研究所の強震観測ネットワークで配布されている




図 1-2 K-NET アスキー形式ファイル概要 
 
詳細は防災科学技術研究所の HP を参照ください。 
参照：http://www.k-net.bosai.go.jp/k-net/man/knetform.html 
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T NS_1ch EW_2ch UD_3ch NS_4ch EW_5ch UD_6ch 
0.01 -92 -683 148 244 -790 -161 
0.02 -146 -555 166 226 -755 -131 
0.03 -194 -407 152 178 -691 -128 
0.04 -226 -272 117 120 -625 -135 
－ 103 － － 104 －




表 1-1 テキスト形式ヘッダー部のフォーマット 
No 行 項目 フォーマット 
1 1 識別記号 # 
2 2 データ先頭時刻 STIME<区切り>データ先頭時刻 
3 3 サンプリング周波数 SAMPLING<区切り>サンプリング周波数 
4 4 or 5 スケールファクタ ・ チャンネル数が 3 の場合（1 行） 
SCALEFACT1<区切り>スケールファクタ 






表 1-2 テキスト形式データ部のフォーマット 
No 行 項目 フォーマット 





・ チャンネル数が 3 の場合 
T<区切り>NS_1ch<区切り>EW_2ch<区切り>UD_3ch 







データ ・ チャンネル数が 3 の場合 
経過時間<区切り> データ 1ch<区切り>・・・<区切り>データ 3ch 
・ チャンネル数が 6 の場合 
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図 2-1 スペクトルデータ出力ファイル概要 
 
・ ファイル名 
1 成分 1 ファイルで出力します。各ファイル名は、ユーザが指定したファイル名に、判別文字と拡張子を追
加します（表 2-1、表 2-2 参照）。 
表 2-1 H/V スペクトル、H/V パワースペクトル出力時のファイル名規約 
No 成分 判別文字 拡張子
1 NS _NS csv 
2 EW _EW csv 
3 Compo _Compo csv 
 
表 2-2 フーリエスペクトル、応答スペクトル出力時のファイル名規約 
No 成分 判別文字 拡張子
1 NS _NS csv 
2 EW _EW csv 
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#観測開始時刻, 観測長[sec], 緯度, 経度 
#2007/12/12 21:29:02, 138, 35, 140 
#時間[sec], 卓越周波数, 卓越周波数の分散, ピーク値, ピーク値の分散 
9, 0.1953125, 0, 1, 0 
11, 0.1953125, 0, 1, 0 
13, 0.1953125, 0, 1, 0 
15, 0.1953125, 0, 1, 0 
17, 3.320313, 1.953125, 4.810373, 2.903789 
19, 2.734375, 2.173106, 4.704603, 3.76611 
21, 3.417969, 2.552668, 4.103518, 3.627894 
23, 3.417969, 2.664839, 3.732903, 3.294448 
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表 3-1 観測データ出力ファイルのヘッダー部のフォーマット 
No 行 項目 フォーマット 
1 1 ヘッダー項目 #観測開始時刻, 観測長[sec], 緯度, 経度 




表 3-2 観測データ出力ファイルのデータ部のフォーマット 
No 行 項目 フォーマット 
1 3 データ 
ヘッダ 
#時間[sec], 卓越周波数, 卓越周波数の分散, ピーク値, ピーク値の分散 
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層厚、密度、P 波速度、S 波速度からなるアスキーファイルです。 
ファイル概要を以下に示します。 
 









表 4-1 地盤構造データファイルの出力フォーマット 
No フォーマット 




     15.00      1.70   1800.00    250.00 
     60.00      1.80   2000.00    400.00 
    125.00      1.90   2500.00    700.00 
     -1.00      2.00   3000.00   1400.00 
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計算された周波数と理論 H/V スペクトルの値からなるアスキーファイルです。 
ファイル概要を以下に示します。 
 
図 5-1 理論 H/V スペクトル出力ファイル概要 
 
・ ファイル名 
ユーザが指定したディレクトリ内に、各地盤構造データの理論 H/V スペクトルを 1 ファイルとして出力しま
す。理論 H/V スペクトルは 2 種類あります（表 5-1 参照）。 
ファイル名は、「 ○○○N△_R□_L◇.dat 」となります。 
○○○：理論 H/V スペクトル判別文字 
表 5-1 理論 H/V スペクトル判別文字 
No 理論 H/V スペクトルの種類 内容 判別文字 
1 表面波 ラブ波とレイリー波の比 hvSurface 
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論位相速度は 3 種類あります（表 5-2 参照）。 
ファイル名は、「 ○○○N△_R□_L◇.dat 」となります。 
○○○：理論位相速度判別文字 
表 5-2 理論位相速度判別文字 
No 理論位相速度の種類 判別文字 
1 レイリー波（水平） phaseHrayleigh
2 レイリー波（垂直） phaseVrayleigh
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  <readDataDimension>Acc</readDataDimension> 
  <isSmoothed>true</isSmoothed> 
  <windowFunction>Parzen</windowFunction> 
  <windowSize>0.2</windowSize> 
  <numCh>3</numCh> 
  <scaleFactor> 
    <double>3.160157E-05</double> 
    <double>2.87402E-05</double> 
  </scaleFactor> 
  <chEW> 
    <int>2</int> 
    <int>5</int> 
  </chEW> 
  <chNS> 
    <int>1</int> 
    <int>4</int> 
  </chNS> 
  <chUD> 
    <int>3</int> 
    <int>6</int> 
  </chUD> 
  <autoSetRegion>false</autoSetRegion> 
  <xMin>0.1</xMin> 
  <xMax>20</xMax> 
  <yMinHV>0.01</yMinHV> 
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  <yMaxHV>1000</yMaxHV> 
  <yMinHVpower>0.01</yMinHVpower> 
  <yMaxHVpower>1000</yMaxHVpower> 
  <yMinFourier>0.0001</yMinFourier> 
  <yMaxFourier>1</yMaxFourier> 
  <yMinResponse>0.0001</yMinResponse> 
  <yMaxResponse>1</yMaxResponse> 
  <autoFilter>true</autoFilter> 
  <filter>Butterworth</filter> 
  <fl>0</fl> 
  <fh>20</fh> 
  <fs>50</fs> 
  <ap>0.1</ap> 
  <as_>10</as_> 
  <taper>1</taper> 
  <judgeMin>0.1</judgeMin> 
  <judgeMax>10</judgeMax> 
  <autoNoiseReduction>true</autoNoiseReduction> 
  <judgeLevel>2</judgeLevel> 
  <isFixedWaveMax>false</isFixedWaveMax> 
  <waveMax> 
    <double>0.001</double> 
    <double>0.001</double> 
    <double>0.001</double> 
    <double>0.001</double> 
    <double>0.001</double> 
    <double>0.001</double> 
  </waveMax> 
  <spectrumType>HV</spectrumType> 
  <attenuationConstant>0.5</attenuationConstant> 
  <cutOffFreq>0.1</cutOffFreq> 
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  <offsetSec>0</offsetSec> 
  <splitLengthSec>20</splitLengthSec> 
  <isCombined>true</isCombined> 
  <analysisSettingFileName>analysisSetting.ini</analysisSettingFileName> 
</TDVSettingInfo> 




表 6-1 TremorDataView.ini のタグ内容 
No タグ名 内容 備考 









4 windowSize スペクトル平滑時の窓サイズ  
5 numCh 波形データのチャンネル数  
6 scaleFactor スケールファクタ センサー1 とセンサー2 を記述
7 chEW EW 成分のチャンネル番号 センサー1 とセンサー2 を記述
8 chNS NS 成分のチャンネル番号 センサー1 とセンサー2 を記述
9 chUD UD 成分のチャンネル番号 センサー1 とセンサー2 を記述




11 xMin スペクトル表示ビューの 
X 軸の最小値 
 
12 xMax スペクトル表示ビューの 
X 軸の最大値 
 
13 yMinHV H/V スペクトル描画時の 
Y 軸の最小値 
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14 yMaxHV H/V スペクトル描画時の 
Y軸の最大値 
 
15 yMinHVpower H/Vパワースペクトル描画時の 
Y軸の最小値 
 
16 yMaxHVpower H/Vパワースペクトル描画時の 
Y軸の最大値 
 
17 yMinFourier フーリエスペクトル描画時の 
Y軸の最小値 
 
18 yMaxFourier フーリエスペクトル描画時の 
Y軸の最大値 
 
19 yMinResponse 応答スペクトル描画時の 
Y軸の最小値 
 
20 yMaxResponse 応答スペクトル描画時の 
Y軸の最大値 
 
21 autoFilter 自動フィルターを行うかのフラグ ・true：行う 
・false:行わない 
22 filter フィルターの種類 ・Butterworth 
・Chebyshev 
23 fl 低周波側コーナー周波数  
24 fh 高周波側コーナー周波数  
25 fs 高周波側遮断ゲイン保証周波数  
26 ap 遮断帯域最大減衰パラメータ  
27 as_ 通過帯域最小減衰パラメータ  
28 taper テーパー  
29 autoNoiseReduction 自動ノイズ判定を行うかのフラグ 使用しません 
30 judgeLevel 判定レベル 使用しません 




32 waveMax 波形表示ビューの最大値固定の値 6チャンネル分を記述 
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34 attenuationConstant 応答スペクトル計算時の減衰定数  
35 cutOffFreq 積分時の中心周波数  
36 offsetSec 波形表示のオフセット時間  
37 splitLengthSec 波形の分割長  
38 isCombined データ結合モードのフラグ ・true：データ結合モード 
・false:データ非結合モード 
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  <readDataDimension>Acc</readDataDimension> 
  <isSmoothed>true</isSmoothed> 
  <windowFunction>Parzen</windowFunction> 
  <windowSize>0.2</windowSize> 
  <numCh>3</numCh> 
  <scaleFactor> 
    <double>3.160157E-05</double> 
    <double>2.87402E-05</double> 
  </scaleFactor> 
  <chEW> 
    <int>2</int> 
    <int>5</int> 
  </chEW> 
  <chNS> 
    <int>1</int> 
    <int>4</int> 
  </chNS> 
  <chUD> 
    <int>3</int> 
    <int>6</int> 
  </chUD> 
  <autoSetRegion>false</autoSetRegion> 
  <xMin>0.1</xMin> 
  <xMax>20</xMax> 
  <yMinHV>0.01</yMinHV> 
  <yMaxHV>1000</yMaxHV> 
－ 117 － － 118 －
    - 119 -
  <yMinHVpower>0.01</yMinHVpower> 
  <yMaxHVpower>1000</yMaxHVpower> 
  <yMinFourier>0.0001</yMinFourier> 
  <yMaxFourier>1</yMaxFourier> 
  <yMinResponse>0.0001</yMinResponse> 
  <yMaxResponse>1</yMaxResponse> 
  <autoFilter>true</autoFilter> 
  <filter>Butterworth</filter> 
  <fl>0</fl> 
  <fh>20</fh> 
  <fs>50</fs> 
  <ap>0.1</ap> 
  <as_>10</as_> 
  <taper>1</taper> 
  <judgeMin>0.1</judgeMin> 
  <judgeMax>10</judgeMax> 
  <autoNoiseReduction>true</autoNoiseReduction> 
  <judgeLevel>2</judgeLevel> 
  <isFixedWaveMax>false</isFixedWaveMax> 
  <waveMax> 
    <double>0.001</double> 
    <double>0.001</double> 
    <double>0.001</double> 
    <double>0.001</double> 
    <double>0.001</double> 
    <double>0.001</double> 
  </waveMax> 
  <spectrumType>HV</spectrumType> 
  <attenuationConstant>0.5</attenuationConstant> 
  <cutOffFreq>0.1</cutOffFreq> 
  <waveLength>60</waveLength> 
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  <spectrumLength>10</spectrumLength> 
  <updatePeriod>2</updatePeriod> 
  <numofBuf>10</numofBuf> 
  <portNo>7000</portNo> 
</TPVSettingInfo> 




表 6-2 TremorPacketView.ini のタグ内容 
No タグ名 内容 備考 
1 readDataDimension 読み込みデータの次元  
2 isSmoothed スペクトルの平滑化を行うかのフラグ ・true：行う 
・false:行わない 




4 windowSize スペクトル平滑時の窓サイズ  
5 numCh 波形データのチャンネル数  
6 scaleFactor スケールファクタ センサー1 とセンサー2 を記述
7 chEW EW 成分のチャンネル番号 センサー1 とセンサー2 を記述
8 chNS NS 成分のチャンネル番号 センサー1 とセンサー2 を記述
9 chUD UD 成分のチャンネル番号 センサー1 とセンサー2 を記述




11 xMin スペクトル表示ビューの 
X 軸の最小値 
 
12 xMax スペクトル表示ビューの 
X 軸の最大値 
 
13 yMinHV H/V スペクトル描画時の 
Y 軸の最小値 
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14 yMaxHV H/V スペクトル描画時の 
Y軸の最大値 
 
15 yMinHVpower H/Vパワースペクトル描画時の 
Y軸の最小値 
 
16 yMaxHVpower H/Vパワースペクトル描画時の 
Y軸の最大値 
 
17 yMinFourier フーリエスペクトル描画時の 
Y軸の最小値 
 
18 yMaxFourier フーリエスペクトル描画時の 
Y軸の最大値 
 
19 yMinResponse 応答スペクトル描画時の 
Y軸の最小値 
 
20 yMaxResponse 応答スペクトル描画時の 
Y軸の最大値 
 
21 autoFilter 自動フィルターを行うかのフラグ ・true：行う 
・false:行わない 
22 filter フィルターの種類 ・Butterworth 
・Chebyshev 
23 fl 低周波側コーナー周波数  
24 fh 高周波側コーナー周波数  
25 fs 高周波側遮断ゲイン保証周波数  
26 ap 遮断帯域最大減衰パラメータ  
27 as_ 通過帯域最小減衰パラメータ  
28 taper テーパー  
29 autoNoiseReduction 自動ノイズ判定を行うかのフラグ ・true：行う 
・false:行わない 
30 judgeLevel 判定レベル  




32 waveMax 波形表示ビューの最大値固定の値 6チャンネル分を記述 
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34 attenuationConstant 応答スペクトル計算時の減衰定数  
35 cutOffFreq 積分時の中心周波数  
36 waveLength 波形表示長  
37 spectrumLength スペクトルを計算する波形長  
38 updatePeriod 更新間隔  
39 numofBuf バッファ数  
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  <InitialSettingOFDirectAnalysis> 
    <MinCalcFreq>0.08</MinCalcFreq> 
    <MaxCalcFreq>80</MaxCalcFreq> 
    <MaxModeNum>0</MaxModeNum> 
    <SearchPhaseVelWidth>0.025</SearchPhaseVelWidth> 
    <AmpRatioRL>0.7</AmpRatioRL> 
  </InitialSettingOFDirectAnalysis> 
  <sWave> 
    <DrawingRangeSetting> 
      <xMin>0</xMin> 
      <xMax>3000</xMax> 
      <xTip>500</xTip> 
      <yMin>0</yMin> 
      <yMax>1000</yMax> 
      <yTip>200</yTip> 
    </DrawingRangeSetting> 
  </sWave> 
  <pWave> 
    <DrawingRangeSetting> 
      <xMin>0</xMin> 
      <xMax>5000</xMax> 
      <xTip>1000</xTip> 
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      <yMin>0</yMin> 
      <yMax>1000</yMax> 
      <yTip>200</yTip> 
    </DrawingRangeSetting> 
  </pWave> 
  <rho> 
    <DrawingRangeSetting> 
      <xMin>0</xMin> 
      <xMax>3</xMax> 
      <xTip>0.5</xTip> 
      <yMin>0</yMin> 
      <yMax>1000</yMax> 
      <yTip>200</yTip> 
    </DrawingRangeSetting> 
  </rho> 
  <hvSpectrum> 
    <DrawingRangeSetting> 
      <xMin>0.1</xMin> 
      <xMax>20</xMax> 
      <xTip>0</xTip> 
      <yMin>0.01</yMin> 
      <yMax>1000</yMax> 
      <yTip>0</yTip> 
    </DrawingRangeSetting> 
  </hvSpectrum> 
  <phaseVelocity> 
    <DrawingRangeSetting> 
      <xMin>0.1</xMin> 
      <xMax>20</xMax> 
      <xTip>0</xTip> 
      <yMin>0</yMin> 
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      <yMax>2000</yMax> 
      <yTip>200</yTip> 
    </DrawingRangeSetting> 





⴫㩷 㪍㪄㪊㩷⸃ᨆ⸳ቯ䊐䉜䉟䊦䈱╙ 㪉 䊧䊔䊦䈱䉺䉫㩷
No 䉺䉫ฬ ౝኈ ஻⠨ 
1 InitialSettingOFDirectAnalysis 㗅⸃ᨆ⸳ቯ䈱ౝኈ ⴫ 6-4ෳᾖ
2 sWave Sᵄㅦᐲ᭴ㅧឬ↹ᤨ䈱䉫䊤䊐⸳ቯ ⴫ 6-5ෳᾖ
3 pWave Pᵄㅦᐲ᭴ㅧឬ↹ᤨ䈱䉫䊤䊐⸳ቯ ⴫ 6-5ෳᾖ
4 rho ኒᐲឬ↹ᤨ䈱䉫䊤䊐⸳ቯ ⴫ 6-5ෳᾖ
5 hvSpectrum ℂ⺰ H/V 䉴䊕䉪䊃䊦ឬ↹ᤨ䈱䉫䊤䊐䈱⸳ቯ ⴫ 6-5ෳᾖ
6 phaseVelocity ℂ⺰૏⋧ㅦᐲឬ↹ᤨ䈱䉫䊤䊐䈱⸳ቯ ⴫ 6-5ෳᾖ
 
 
⴫㩷 㪍㪄㪋㩷 㪠㫅㫀㫋㫀㪸㫃㪪㪼㫋㫋㫀㫅㪾㪦㪝㪛㫀㫉㪼㪺㫋㪘㫅㪸㫃㫐㫊㫀㫊 䉺䉫䈱ౝኈ㩷
No 䉺䉫ฬ ౝኈ ஻⠨ 
1 MinCalcFreq ਅ㒢๟ᵄᢙ  
2 MaxCalcFreq ਄㒢๟ᵄᢙ  
3 MaxModeNum 䊝䊷䊄䈱ᦨ㜞ᰴᢙ  
4 SearchPhaseVelWidth ૏⋧ㅦᐲᬌ⚝᏷  
5 AmpRatioRL 䊧䉟䊥䊷ᵄ/䊤䊑ᵄᝄ᏷Ყ  
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表 6-5 DrawingRangeSetting タグの内容 
No タグ名 内容 備考 
1 xMin X 軸の目盛りの最小値  
2 xMax X 軸の目盛りの最大値  
3 xTip X 軸の目盛りの幅 Log 表示の時は「0」 
4 yMin Y 軸の目盛りの最小値  
5 yMax Y 軸の目盛りの最大値  
6 yTip Y 軸の目盛りの幅 Log 表示の時は「0」 
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䋸㪅㩷 䈍䉒䉍䈮㩷
㩷 ⁛┙ⴕ᡽ᴺੱ㒐ἴ⑼ቇᛛⴚ⎇ⓥᚲߢߪޔޟ࿾㔡േ੍᷹࡮࿾㔡ࡂࠩ࡯࠼⹏ଔᚻᴺߩ㜞ᐲൻߦ㑐
ߔࠆ⎇ⓥޠࡊࡠࠫࠚࠢ࠻ߦ߅޿ߡޔߘࠇએ೨ߩޟ࿾㔡േ੍᷹࿾࿑૞ᚑᚻᴺߩ⎇ⓥޠࡊࡠࠫࠚࠢ
࠻ߦ㑐ߔࠆ㜞ᐲൻࠍ⋡ᜰߒޔ⺞ᩏ࡮⎇ⓥ࡮㐿⊒ࠍⴕߞߡ޿ࠆޕ
ᧄ⎇ⓥ⾗ᢱߩ૞ᚑߦߟ޿ߡߪޔ਄⸥ߦ␜ߔࡊࡠࠫࠚࠢ࠻ߦ߅ߌࠆ࿾㔡േ੍᷹ߩߚ߼ߩ⺞ᩏ࡮
⎇ⓥ࡮㐿⊒ߦ߅޿ߡޔ⺰ᢥ࡮ႎ๔ᦠ࡮⾗ᢱ╬ࠍ૞ᚑߔࠆߚ߼ߦ㐿⊒ߐࠇߚࡊࡠࠣ࡜ࡓ࠰࡯ࠬߦ
ߟ޿ߡޔࠃࠅ◲නߢಽ߆ࠅ߿ߔ޿㧳㨁㧵㧔ࠣ࡜ࡈࠖࠞ࡞࡙࡯ࠩ࡯ࠗࡦ࠲࡯ࡈࠚ࡯ࠬ㧕ࠍ઻߁࠷
࡯࡞ߩ㐿⊒ࠍታᣉߒߚޕ࿾㔡⺞ᩏ⎇ⓥߩᚻᴺߦߟ޿ߡࠃࠅᄙߊߩ㑐ଥ⠪ߦ೑↪ߒߡ޿ߚߛ߈ޔ
ᓮᗧ⷗ࠍ㗂ߌࠇ߫ᐘ޿ߢ޽ࠆޕ੹ᓟ߽࿾㔡േ੍᷹㑐ㅪߢ⎇ⓥ࡮㐿⊒ߒߚ࠷࡯࡞ߦߟ޿ߡߪޔㆡ
ᤨ౏㐿ߒߡ޿ߊ੍ቯߢ޽ࠆޕ


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!
ۃ೏-!୷ৼ౲ɅȤȫɥ୷ൕ޹૮Ɉಅ਻ɬ୶ɥ҇Ʌ-!൷౲ଢ଼ࠔɅȤȫɥ஺ࠔ՜੝ࢮྕȦ૩ȢɀȧɀȞɥ/!๡ࠬԴ֠ؿ
ॅ݄٪फ़ɅȤȞɀɉ-!ౚढ़ɢɤ୷ৼ౲༑૶ɬ໒ఎɂȱȹ୷ൕ޹૮ʺʟ˃Ɉࡈ਼Ɉȹɛ-!൷౲ଢ଼ࠔูɬ༥ȞɀȧȹȦ-!ໂ
ఎɄ୷ൕ૩ෙఽɞ୷ৼ౲ಅ਻Ɉ݄٪ɬߐȠ࠷Ʌ-!๜଱ɄਤɈ૶௰ɬ-ݠɣɦȹࢶ׼ɂ৽ਤɁࣘ࢔ȱɄȫɦɊɄɣɄȞ҇-
൷౲ଢ଼ࠔɅȤȫɥܗ૶ɈজཱྀԧɂޘཚɈཻȞݛা՜੝Ɉࣘݛɬ໒ఎɂȱɀ-!൷౲ଢ଼ࠔɈ౲ఎ੓ఎ՜੝ʕʭʠɾʀɺɅ
ȾȞɀ-!ɢɤװ୙Ɂ෦ȥɤɞȳȞǣǱǥʜĜ˃Ɉճഭɬࣘ࢔-!ʶʣʽɺ˃ɂɂɜɅȭȭɅޖճȳɥɜɈɁȜɥ/!
!
ʅĜˇĜʡć୷ৼ౲༑૶-!ুࢶ൷౲ଢ଼ࠔĄʕʭʠɾʀɺĄǤğǲʑʲʇʠ˃-!୷ൕ޹૮-!୷ৼ౲!
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